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ノレ と い ム名 を初 め て使つ た か分 b2 せ ん が 、 ゲ ン ジ ボ タ Pt の 名 が 出來 てか ら、

出來 た こ とだけ は 確 で しよ う。 とV ・メ、よ うも寧 ろゲ ン ジ ボ タ ル の 名が 、
ヘ イ ケ

ボ タ ノV の 名 を生 ん だの で しよ う 。

　以上 の ゲ ン ジ ボ 〃 ・

、
ヘ イ ケ ボ タ ノレ の 名 の 生 れた 遘程は 、 全 く私の 想像に 遏

ぎませ ん 。 もし他 に逹つ た 古事が あ る な ら、 どうか教 を仰 ぎま す 。

動 物 の 分 布 と 黄 海 の 海 流

飯　　 塚 啓

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 東 京 市 外 澁 谷 町 南 4t臺47

　渡瀬博士 の 紀念號出版 に關 す る相談 會の 節 、 私 は 委員の 方 ｝ζ何 か 憶出 を書 く

こ との 御約束 を して 置 い た責 任 上 、 茲 に稿 を起 すの で あ る
。 同博 士 は 特 に動 物

の 分布 に關 して 熱心 に研究 せ られ た 學者 で あ つ た
。 從 て今憶 出 を談 る に し て も 、

亦動物 分布に 關 す る 事項 が最 も適當で あ る と考 へ る の で あ る。 私 も亦動物 の 分

布 に 關 して は 、 珱前 か ら調 査 を績 け て 居 る が 、 嘗 て黄海の 海流 と動 物分布 と の

研 究旅行 を終 つ て歸 つ た 時 に 、 同博士 に其の 談 を した ら、 同博士 が面 白 い と非

常 に喜ばれ た の を燔出 し て 、 夫 れ を書 くの で あ る
。 尤 も此 の 事 柄 の 摘要は 或 る

同 窓 會 の 席上 で談 した 1 とは ある が、未 だ學術雜誌 に發表 した こ とは 無い か ら、

これが 好 い 機 會で あ る と も思ぷの で あ る
。

　地 球上 或 る 局部の 海産動物 竝 に 海 産 植 物 を研究す る時は 、 其の 局部に 於 け

る
、 海 洋の 歌況 を察す る こ とが 出來 る し、 海洋 の 歌況 を調査す る時は 、 海 産動

物や海産植 物 の 分布の 有標 を察 す る こ とが 出來 るの で あ る
。 從 て 海 洋 の 調査 は

其 の 海洋 中に生育す る動物及 び稙 物 の 研 究に は 必 要缺 く可 か らざ る 事 項 で あ

b 、 就 中海流 の 調査 は 單に生物學上 必要 な る ばか b で な く、 航 海者 や 水 産家は

云 ム に及 ばず 、 本邦 古 代 史 、 貿 易史、文 明史等 を研究 す る人 々 には缺 く可 か ら

ざ る事 柄で あ る。

　海産 動物 と海流 との 關係 に 就 て 、 私 は 嘗 て海 産動 物分 布の 釈況 に基づ き、 我

國の 沿 岸を五 部分に 別 け る の を適當 と認 め 、 其 の 各 部分 に於 て 各特 有な る 動物

が 棲息 す る 1 とを發 表 した の で あ る （此 の 論夊 は東京帝國大 學理科大學紀要第

三 十册 第二 篇 として 明治 四 十二 年 出版 ）。

　其 の 後 私 は 朝鮮 及 び 闢東朔の 沿 海の 動 物を調 査 して、 臺海方面 よ b來 る暖

流性 の 海流が 、 朝鮮 の 西南端 に近 づ い て二 岐 し、 其 の 一一は 日本海 に入 b 、 他の

一 は 朝鮮 の 西岸を北 に流れ て 、 黄海道 の 西南端 に赴 き、 此 處に其 の 方向を西北
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に轉 じて 、 旅 順 の 南に 浩 5 て遼 東海灣 に遙入 す る L とを動 物分布 の 研 究上 よ b
認め た の で あ る

。 併 しこれ を初 め て讀 む 人は、朝鮮湯 海は本悶題外 で あ る と思

ふ か も知 れ ない が 、 夫 れ は 誤 りで
、 此 の 前提が あつ 尤か ら、 後に支那 の 東 北 洛

海 の 海流 と動物分布 との 關係が 比較的容易に解決 され た の で あ る
。

　其の 後 私は 臺灣竝 に其 の 附近の 嶋嶼 に研 究旅行 を し、更 に支那 の 山東省 に赴
き、 黄海 の 海流 と海産動物 との 關係 を調査 した の で あ る

。 而 して出來 た の が 次

頁に附 けた 海流 の 圖で あ る。 併 し此 の 結 果 を逑べ るに先つ て 、 黄海及 び渤 海等

に於 け る 海流 に關 す る從來 の 説 を一括 して 、 記 述 して 置 ，くの が順序で あ る と思

メ、。

　甞 て S・　O・MAKAHoF 提督 は 『北 牛 球 の 内 海に は其 の 大 小 を 問は ず i 時 計

の 針 と反對の 方向 に動 く循 環 海 流 が存 在 す る』 との 読 を出 して 居 る
。 其 の 後

BEI ；G ｝IAUS 氏 の 作製 した 海 圖 に は 、 臺灣海峽 を經 て 北 流 し、 楊子 江 の 河 口 よ b
更に支 那の 東 海岸 に沿 う て進 み 、 山東高角 に至 b て屈曲 して 、 東南に 向ひ 、 朝

鮮 の 濟 州嶋の 北 を經て 、 日本海 に入 る海流 が 明か に記入 して あ る
。 叉 8 λ RTHO ・

无oMEw 氏 の 海圖 （1917年 版）、 竝 に同氏 の 海流 圖 （1924 年 Geographical　Insti−
・6ute　of 　Edinburgh 出版 ）に も、 臺灣海峡 D 支那洛 岸を北流 し、 山東高角 よ う

東南 に轉流 し、 濟州嶋附近か ら朝鮮 海峽に向ひ
、

「黒潮 」 の 支流 と合 同 し て、 日

本 海に入 る 海流 が明記 して あ る
。 又 嘗て仁川 の 測候 所長 で あつ た 和 田雄 治 博士

が 、 大 阪毎 臥 東京 日 日兩新聞杜 の 後援 を得 て 、 海流調 査 の 爲め 、 標 識罎 を放 流

して 得 プ〜結果 を 三 囘に 別 け て 報告 して居 る が 、 其 れ に よる と 『臺灣 方面 よ b來

れ る暖流性の 海流は 、 濟州嶋の 沖に至 b て 二 岐 し、 其 の 一 は 日本海 に進 入 し 、

他は 朝鮮孚 嶋の 西岸に沿 うて 北 邏 し、 黄海道 の 西 岸を過 ぎ、 更に 進 ん で 旅順 の

南方 を經 て渤海灣 に入 b 、 此 處 に方 向 を轉 じ一邇 して 山東省 の 東端 な る tlI東高

角 に赴 き居れ b。』 と、 是れ 迄は 從 來 私 が調 査して 得 た結 果 と大略相 等 しv ・か ら

別に 異論は無 い が 、 さて 夫 れ か ら後 は 、 『其 の 海流 は 更に lil東高角 よ b方向 を南

東 に 變 じて 北緯 三 十六 度、 東徑 百二 十三 度牛位の 邊に至 b、此 所 よ b方 向 を南

に と b 、 後 、 僅 か に西 南に轉流 し、 逾 に北緯三十
一度 、 東徑 百二 十 四 度、皀卩ち楊

子 江 の 河 口 と、 我が 肥前五 嶋 との 中間 よ b 、 稍 々南の 所 よ b東流 とな う、 更 に

南流 し北緯三 十
一

度 、束徑百二 十五 度 の 趨 に於 て 更 に西南西 の 方向 を以 て 進 み 、

漸 江 省黒山列嶋の 附近 に至 b 、 夫れ よ 0淅江省、 薀 建省の 東岸 に近 く南下 する 』

との 結論 で あ る。 而 して 山東省 の 東南岸 よ b江蕪省 の 東岸の 海流 に關L て は
一

言 竜述 べ て無 い の で あ る
。

　私 は 七 、 八 兩月に亙 つ て 此 の 方面の 海産物物の 分布壯態 を實際 に調査研究中

に ・ は しな くも以上 の 諸説に對 して疑問 を抱 くに至 つ た の で あ る。 即 ち前蓮 の

一BERG 肌 us 氏 や BARTIIOLO］IESV 氏 な どに據 る と 、 支那 の 東岸に接近 して 、 暖流

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologloal 　SOOIety 　of 　Japan

渡　瀬　博　士 　記　念　號 21τ

性 海流 が あつ て 、 北 に 向 て流 れ て 居 る の に 、 和 田博士 の 得 た 結果 に よる と楊子

江 の 河 口 以北 に は 何 の 海流 も記 入 せ られ て 居 らず 、 反 つ て楊子江 の 河 口以南 に

は 、 南 方 に向 て流れ る海流が記 入 せ られ て居 る こ とで あ る6
　海産動物分布の 方面 か ら觀 る時は 、 濟州嶋か ら黄海道の 西南端迄 を

一區域 と

す る
。 而 して 夫 れか ら北 に 進み 、 更に西 に 向ひ て遼東牛 嶋附近迄が叉一區域 と

な るの で あ．る。 と ころ が桑 野 久 任 理 學士 が 先年支那 北 京 に居 られ た 際、 山東省

の 北海 岸に於 て探集 して逾 られ た動物 を私 が研 究 して 、其 の 結果山東省 北沿 岸

の 海 産 動物 と、 遼東 孚嶋附近 の もの とは 同種類 の もの が 澤山あ b 、 其 の 動物相

が頗 る よ く似 て居 る こ と を 認め た の で あ る。 され ば遼東 牛嶋附近 か ら、 山東省

北滑 岸ぺ かけ て は 、 これ まte動物分布上 の 一大矗域 を なし て 居 る こ とを認 め る

の で あ る
。

　是 よ ら進 ん で 山東省 の 北岸に 沿 う て 東 に 向ふ 海流 と、 楊 子 江 の 河 口 よ ら北 進

す る と號す る海流 との 本質を明 らか にせ ん とす るの で あ る
。 私は此 の 目的 を以

て 更 に調査の 歩 を進 め て 、 青嶋を基點 と して南方 k 向 ひ
、 叉 北方 へ 向つ て硯究

を績 け た の で あ る 。 話 は 少 し く前 へ 戻 る が 、 始め 東京 出發 の 際 に 大遉倚敏大將

か ら、 時 の 青 嶋軍 司 令長官宛の 紹 介默を頂 い て 行 つ た の で ある。 さて 長官が 云

は れ る に は 『青嶋で は

冬 期 に な る と、 魚 の 刺

身 が喰 へ な くつ て 困 る

が 、 何 とか 好 い 工 夫 は

あ る 雲 い か』 と云 ふ 事

で あ つ た か ら、 私 は 『夫

れ は研究の 上 で な け れ

ば何 と も申上 る こ とが

出來 ま せ ん』 と答へ て

置 い た。 夫れ か ら軍 司

令部 の 命令 で 、 小 蒸汽

舶の 易海丸 、 千 代 丸 な

どを 出 して臭れ た b
’
、

其の 他種 々 の 便宜 を與

へ て 呉 れ た
。

　 此 の 沿 岸 で 採 集 し尢

る海産勸物 を調べ て見

る と、 前 逋の pm　b之 ば

恰 度 山束省 の 北 沿 岸 に　
『
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棲息 す る 動物 と甚 だ し く似 て居 b 、 且 つ 同種類 も少 くなか つ た
。 即 ち寒流性の

動 物で あ つ た 。 夫 れ か ら一方 に於 て は海 水の 温度、海藻生育の 歌況等 を も調 べ

て 、 山東高角 の 左右 k 於 て 、 種 々 の 條件が相似て居 る 以上 は 、 必 らず渤海灣か

ら由東高角 を廻 う、 山東省 の 東海 岸に澹 うて南 に進む 海流が無 くて は な らit　V ・

と云 ふ事 に な る
。 青 島 が 夏 期 に於 て 凉 し く、 有名な る避 暑地 で あ る と云 ふ 事

は 、此 の 澹岸 k 南 邏 す る寒流性 の 海流 が あ る の が其 の 一 原 因 と考 へ た 。 從 つ

て BERGHAus 氏 の 記 する所は疑 は し くなつ た 、 否全 く事實 とは 反對 で あ る
。

然 らば和 田博士 の 　ftは 如何 と云 ム に 、 同博士 が 前逋 の 如 く、 寒流性の 海流が Ill

東高角か ら、 方 向 を東南 に とつ て、 支那の 海岸 を離れ て流 れ る と斷定 した の ば 、

山東高角 以南 の 支那 澹 岸に は標 識罎が漂著 しだ と云 ふ 報 告 に接 し な い か らで あ

る と云 ム て 居るが 、 併 しこ れは 甚 だ當 て に な らな い の で あ る
。 何 故 な らば此 の

邊の 支那 人 が標 識罎が 漂著 した の に氣が付か な い か、 或 は氣 が付 V て も其 の 儘

に して 置 い た の で あ るか も知れ な い か らで あ る
。

　私は 青嶋 に於 て冬 期 に な る と、 刺身｝ζす るや うな魚 の 捕獲 が無 くな る の は ，

全 く前逾 の xa　b、渤海灣の 方か ら家 る寒流 性の 海流 が 冬期に な る と 、

一
層寒冷

とな b 、 且 つ 其の 張 さを墸 して 、 山東省 の 東海 岸に洛 ふ て 、 南 へ 流 れ るか らで

あ る と斷定 した の で ある 。 夫 れ故に若 し青嶋海岸か ら五 十浬 か ら、 百浬 も沖 へ

出 た な らば 、 冬期 に於 て も屹度相當の 魚族が 、 捕 獲せ られ るに相違 な い と考へ

て
、 其 の 旨 を軍 司令部 へ 答 へ て 置 い て 、 斯 くの 如 き次 第で あ るか ら、 來 る可 き

冬期 に至 らば 、試驗 の 爲め に 、 少 く も一週 間 位の 食料を貯 へ
、 且 つ 捕 獲 魚族 を

竜適當に貯藏し得 る程 度の 漁船を出 して 、 此 の 海岸 を距 る t と、 百浬 内外の 揚

所に於 て 、 漁業 に從 事 さ せ る こ とを希 望 した の で あ る 。 而 し て幸 に之が成 功す

れば 、

一 方 に於 て は冬 期に 於 て 、 内地 か ら鮮魚 を迭 らな く と も 、 相 當に魚類 の

供 給 が 出來 る し 、 他方 に於 ては 此 の 地 方 の 住 民 に 、 冬 期 に於 け る新 しい 職業 を

與 へ る こ とが 出來 る。 即 ち一擧 兩得 で あ る こ とを 説 い た ら、軍 司令官殆 め 總務

譟 長 も大 い に喜 ん で 、 冬 期 に なつ た ら是非其の 調 査 を行 は せ た い との こ とで あ

つ た
。

　其 の 後數 日を經 て 、 私の 詭 を立 涙 に裏書 きす る話 を聞 V ・　n の で あ る
。

夫 れ は

其 の 前 々年 の 十二 月の 出來 事 で あ るが 、 青嶋か ら出た 船が 、

一 週 間 を經 遏 して

ts　， 未 だ歸 つ て來 な い
、 何 の 消息 もなV ・

。 或 は 難船 した の か と、 皆 々心 配 して 居

る 時 に
、 其 の 船が漸 く歸つ て來 た

。 聽 けば青嶋を 距 る こ と八 十 浬許の 沖 に於 て 、

鯛 を始め として種 々 の 魚類 が澤山居た か ら、 捕 つ て 來 た と云 ムの で あつ た
。

　 以上 に越 べ て來 た 事實を綜合 して 見 る と 、 和 田博士 が 例 の 寒流性海流が 、 山

東高角か ら方向 を東南 の 沖 合 に とる と云 ム の も、 亦頗 る疑 問 となつ た
。 恐 らく

同 博士 は支那 の 東海岸 か ら、標 識罎の 漂著に 關 す る報告 を得 なか つ た の と、 前
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